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(八)
ロ
シ
ア
の
活
火
山

　
ロ
シ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
に
ま
た
が

る
大
国
で
す
が
、
活
火
山
は
極
東
地
域
の
さ
ら

に
東
端
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
と
、
千
島
列
島

に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
一

五
〇
を
超
え
、
毎
年
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
火

山
が
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
州
都
の
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
・
カ
ム
チ
ャ

ツ
キ
ー
は
ア
バ
チ
ン
ス
キ
ー
火
山
の
裾
野
に
あ

り
、
も
し
大
規
模
な
噴
火
が
起
こ
れ
ば
大
き
な

被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
観
測
研
究
が
行
わ
れ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
の
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
火
山
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
山
灰
や
溶

岩
で
つ
く
ら
れ
た
山
体
を
氷
河
が
削
り
、
溶
岩

の
黒
と
、
白
い
氷
雪
、
そ
し
て
深
い
緑
に
彩
ら

れ
た
火
山
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
を
象
徴
す
る
風

景
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
活
火
山
の
多
く
は
無

人
の
地
域
に
あ
る
た
め
、
人
間
に
直
接
被
害
を

及
ぼ
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
半
島
の
東
方
沖
は
ア
ジ
ア
と
北
米
を
結
ぶ

重
要
な
航
空
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
大
き

い
噴
火
が
発
生
す
る
と
、
火
山
灰
は
上
空
一
万

㍍
の
高
さ
に
も
舞
い
上
が
り
航
空
機
を
襲
い
ま

す
。
火
山
灰
が
高
温
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
に

吸
い
込
ま
れ
る
と
、
火
山
灰
が
エ
ン
ジ
ン
内
に

こ
び
り
つ
き
、
最
悪
の
場
合
、
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
す
る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。

　
火
山
都
市
国
際
会
議
で
は
、
火
山
噴
火
と
航

空
機
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
議
論
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
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四
年
前
、
内
閣
府
に
「
災
害
教
訓
の
継

承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
過
去
に
日
本
で
発
生
し
た
百
の

自
然
災
害
を
十
年
か
け
て
調
査
し
、
そ
こ

か
ら
現
在
に
生
か
せ
る
教
訓
を
導
き
出
そ

う
と
い
う
計
画
で
す
。
取
り
上
げ
ら
れ
た

災
害
は
、
地
震
、
噴
火
、
津
波
、
台
風
、

集
中
豪
雨
、
洪
水
、
土
砂
、
大
火
、
気
象

に
よ
る
海
難
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
我
が
国

の
歴
史
を
調
べ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
な
い
年
は
な
い
ほ
ど
で
す
。

　
長
崎
県
に
つ
い
て
は
、
三
年
前
の
「
一

九
八
二
長
崎
豪
雨
災
害
報
告
書
」
に
続
き

「
一
九
九
〇
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
報
告
書
」

が
近
日
中
に
完
成
し
ま
す
。
火
山
都
市
国

際
会
議
で
は
、
こ
の
報
告
書
を
基
に
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
島
原
の
情
報
が
世

界
に
発
信
さ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
の
有
珠
山
は
、
二
、
三
十
年
に

一
度
、
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
一

九
七
七
年
の
噴
火
終
息
後
、
地
元
で
は
い

つ
し
か
災
害
の
こ
と
を
語
ら
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
一
年
、
雲

仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
が
起
こ
り
ま
す
。

「
火
砕
流
っ
て
あ
ん
な
に
危
険
な
の
だ
！
」

と
住
民
や
観
光
業
者
の
火
山
に
対
す
る
意

識
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
地
元
町
長

は
「
次
に
備
え
勉
強
を
始
め
よ
う
」
と
住
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